
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題名 平和記念式典派遣事業に参加して考えたこと   

鹿沼市立粟野中学校 （氏名） 廣田 隼士        

私は、派遣事業を通して、戦争が多大な影響を及ぼすという 

ことを強く感じました。資料館で見た写真は、「本当にこのようなことが起き

てしまったのか」と思わせるほどの写真ばかりでした。また、自分たちと同じ

年齢で亡くなってしまった人たちの遺品などを見て、今ある生活が「当たり前」

と思ってはいけないと思いました。過去に起きてしまったことはもう変えられ

ません。ですが、私たちは未来を創っていくことはできます。過去に起きたこ

とから目を背けずに後世に伝えていく、このことが今、私たちにできることで

あり、平和を保つための「鍵」だと思います。今回学んだことを元に自分がで

きることを精一杯頑張っていこうと思います。               


